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今年度要求のポイント

教育委員会事務局・学務課局・課名／　　

0

（保健給食課の一部業務含む)

091

事業内容

関連事業

整理番号 38

現在ホストコンピュータにて一元管理している、就学事務、就学援助
制度等の業務において、事務処理をオープン化するもので、教育で独
立したシステムを構築する。

事業目的

当初より本格稼動

【今後（～24年度】

その他　特記事項

   機器のリースについては平成24年３月から
60ヶ月分（平成29年２月分まで）のリース契約
となる。保守の委託については、システム保
守が平成24年度当初から、機器の保守につ
いては初年度は保障期間なので、平成25年
度から予算化が必要。

スケジュール（経過及び今後展開）

合計

  下記の学務課及び保健給食課が行っている各業務が一体化された
パッケージソフトのカスタマイズを平成23年度中に行い、平成24年度
当初から本格稼動を目指す。
  「就学業務」、「就学援助業務（支援学級等就学奨励含む)」、「奨
学金業務」、「幼稚園収納管理業務｣、「就学前検診業務｣等の業務が
一体化されたパッケージソフトのカスタマイズで、それぞれの業務が
必要とする他課とのデータ連携も含めた開発である。
  このことにより、申請行為を必要とする業務で添付書類を求めてい
た帳票類の添付が不要となる。

0 50,684

40,320

内容・積算等

9,975

50,684

23年度要求額

学務関連システムパッケージ

平成21年度決算額

機器リース（１ヶ月分)

389

平成22年度予算額

(単位　千円)

パッケージカスタマイズ等

事 業 名 就学援助制度等システム開発事業

主な要求内容 （単位：千円）

学務関連システム開発

項目

学務課の業務（一部保健給食課の業務含)について、学務課関連業務のパッケージ
ソフトの改修（カスタマイズ)により開発を進める。
   パッケージソフトについては、政令市クラスの人口規模の事務処理を基本とは
していないので必ず改修が必要となり、その期間については約半年要する。

22年度予算

平成23年度要求額

50,6840

全体事業費

0事 業 費

事業期間 　H23～　H

仕様書作成 上半期入札
下半期開発
２月中旬 機器リースの入札・契約（３
月納品)

【経過（～22年度】 【23年度】


